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鳩間方言の漁業語彙
加治工真市
鳩間島は，明治末期頃に沖縄本島の本部町
よりプーシン〔puXJiU〕（鰹業用の帆船）を
導入し，糸満や久高島，奥武島からはイカ釣
り漁を導入して，半農半漁を生業としてきた
といわれている。それ以前は農業を中心とし
た集落であった。漁業は環礁を利用してなさ
れる，いわゆる自家用の漁獲を目的とする程
度のもので，イソー,パルン〔?isoxparuD〕（漁
りに行く）と言われた。その最も原初的な形
態がカキ〔k9ki〕（垣）によるものであった。
垣は遠浅の海中に山石を50センチないし，１
メートルの高さに積みあげたものである。満
潮時には水没して，その上をイダフニ
〔７idanni〕（板舟，サバニ）も自由に航行
できるが潮が千〈と，いちいち「垣」の入り
口，出口を開けなければならなかった｡これ
に絡まれ，覆われて残っているのみである。
明治末期頃までは,伊武田村も残っていたが，
その後，人々はだんだん各自のター’スク
〔tax-sVku〕（田作りの場所）のニュー１レ
〔njmre〕（荷おろし場）へと移っていった。
人頭税制が廃止されて，稲作のために，島人
を伊武田村に集めて監督，督励する必要がな
くなったからだという。
本稿では，鳩間島の漁業に関する語彙につ
いて，可能なかぎり島の生活と関連づけつつ
記述してみることにする。記述は，ｌ環礁漁
業，２沿岸・近海漁業，３養殖漁業，４魚名
の比較，の順で進める。
１．環礁漁業語彙
１．１海岸地名
環礁漁業は島をとりまく環礁において営ま
れる漁業のことである。当然のことながら，
漁の行われる場所には詳細に地名が付されて
いる。島をとりまく珊瑚礁のリーフを，ここ
では便宜上「環礁」と定めたが，方言では，
ピー〔pix〕（干瀬）という。鳩間島のピーは，
島の背面（北側）においては切れ目なく続い
ているが，前面（南側）においては，数か所
において切れている。そこをプチ〔nJtJi〕（津
ロ）という。船はそこを通って島に出入りす
る。次に，これら環礁に付された地名を示す。
をフチアキ〔①1tJi?aki〕（口開け）と言った。
満潮時に「垣」の中に入り込んだ魚類は干潮
で逃げ道を失い，垣の内の水溜りなどに残さ
れる。それを人々が見まわって漁獲する漁法
で，全く自然の力を利用したものであった。
インダトウマダ
現在では，西表島北岸の伊武田力､ら泊田のカ
タバル〔k9tabaru〕（干潟，潟原）に積まれ
たのが残っているだけである。
伊武田村は，往古，鳩間島の住民が稲作の
ために，小屋がけをして一時的に住むために
作られた所である｡今ではジャングルの中に，
かつての屋敷跡をしのばせる石垣が樹々の根 ①アーラマイズニ〔７aXra-maidzuni〕（東前曽
１
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根）鳩間島の前方，西表島との間に発達し
た珊瑚礁。これをマイ1ズニ〔maidzuni〕（前
曽根）と総称する。前曽根の東側に分かれ
て形成された干瀬をアーラマイズニとい
う。このスニは，ナカヌ１.スニ〔nakam-
suni〕（中の曽根）に続く。タカビ〔t9kabi〕
との間に航海船の通航が可能なプチ〔①
9tJi〕（津口）がある。
②アー1ヤブイ〔?a:ja-bui〕アー1ヤ（寄合三
戸氏）が航路標識をたてた曽根。タカビ’
ヌ・プチ〔t§kabinu-の1tJi〕（高干瀬の津口）
を回って港に向う途中にある。
間島へ操船して来るとき，この曽根に当た
る。この曽根にはトゥーラ’ン・プチ
〔tuxran-のVtJi〕（通り抜けられない津ロ）
という所があるので注意を要する所である
が，ここがまたムチイズ〔mutJi-idzu〕（の
こぎりだい）の巣である。ムチイズを釣っ
て,それを生きたまま釣り針にかけて[ニー
バル〔niXbaru〕やアカジナー〔?akad5ina:〕
（すじはた）などを釣る。
⑧イシケーズニ〔?iJjkexdzuni〕フターチス
二〔のVtaXtJisuni〕の西側にある曽根。鳩
間からフノー1ラ〔①uno:ra〕（船浦）方面
へ向う船は，フターチスニとイシケースニ
の間を抜けて通る。
⑨ウー1グチ〔?ux9utJi〕（｢大口」の義）定期
航海船の出入りする干瀬の津口。西表白浜
行きの船はここから出入りする。島の西南
西に位置する。側にクチ１グワー
〔k1tJi9waK〕（小津口）がある。標識が立
てられており，潮の干満に関係なく，大型
船が出入できる。
⑩クー1シビー〔kuxJibi:〕島の西方，やや北
よりにある干瀬。フチマチル〔の
③アガジル〔７a9ad5iru〕ミズズカンの側に
あるアガナーサキCa9anaxsaki〕よりパマ
ザ'キ〔pamadzaki〕（浜崎）の方へかけて
延びた浅瀬◎海藻の色が赤く見える所であ
る。
④アガナーサキCa9ana:-saki〕島の東南方，
タカピの津ロからタカビの干瀬沿いに北へ
延びるミズヌ'カン〔midzunu-kaO〕と呼ば
れる水深50メートル程の濡がある。その側
にウール〔7u:ｍ〕（枝珊瑚）に覆われた浅
瀬で，魚がよくとれる所をいう。
⑤アマセヌ・フチマチル〔?amaJenu①
VtJimatJiru〕アマセ（小浜家）の先祖が，
９tJimatJiru〕漁の行なわれる所である。
⑪lクサン・クムル〔[k9sa9kumuru〕，糸満
の人はこの漁法をヒータマラサよくフチマチル〔のlJtJimatJiru〕漁をした
と伝える所。トン1グヮーの南側にある。 〔Cixtamarasa〕という。タチ1バル・パマ
〔t9tJibaru-pama〕（立原浜）からピーヌル
テイジ〔pimu-tid5i〕(干瀬の頂上）へ続く
⑥アンタヌ・ズンズンヌ・プチ〔７antanu
dzundzunnu-のVtJi〕・島の東北東にあるズ
ンズンの口に当たる所。干瀬部分が一段と
低くなっており，満ち潮のときは外洋から
海水が礁池の方へ流れ込む所。
リーフは，左側のフンシキ〔のunJJki〕と
約40センチほどの段差がある。ここは干潮
時の海水が落ちるように流れる所で，それ
を利用してクサン網を入れて漁をする所が
クサン・クムルである。袋網を仕かける所
コモリ
がクム1ノレ〔kumuru〕（｢龍｣，水深２－３
⑦イーリ・マイズニ〔?i:ri-maidzuni〕，マイ’
ズニ（前の曽根）の中の西側に発達した大
きな曽根。西表島の上原や船浦方面より鳩
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メートルの礁地を形成している所)である。
別名Ｌウブシケヌ・アー’ヤ・クム’ル
〔７ubuJ9kenu-?a:ja-kumuru〕（大城家のお
父さんのクムル)，またはクシケヌ’・アブ
だ。
￣
⑰タカビ1ヌ・インタヌルスニ〔t2kabinu
？intanu-suni〕タカビの西側にある曽根。
海路標識がたっており，石垣島から入港す
る船や，久浦，泊田，慶田，ヨシキラ，崎
田あたりの田地耕作のためのイダフニも，
この側から出入りする。
⑱タカビ1ヌ・ウブ1イシ〔t9kabinu-,ubuiJi〕
タカビにある大石のある所。
⑲タカビ1ヌ・プチ〔takabinu①VtJi〕タカビ
の西，アーラマイズニとの間にある津ロ。
島の南南東の方にあり，鳩間島の代表的な
津口で，石垣・鳩間・白浜の定期航海船の
出入りする所である。
⑳トゥン'グヮー〔tuO9wa:〕島の北西の干瀬
の津口の近く，アマセヌワチマチルの北
側にある干瀬。
ジェー・クム１ル〔kuJikenu-7abud5e:‐
kumuru〕（小底家のおじいさんのクムル）
ともいう。
⑫クチ1グワー〔kVtJi9wa:〕（｢小さい津口」
の義)ウーグ1チ〔?u:9utJi〕(大津ロ）とクー１
シビー〔ku:Jibi:〕の間にある小さな干瀬
の口。水深が浅いので，鰹船などは満潮時
に通行した。
⑬グザラブジェー’・クム’ル
〔gudzarabud5e:kumuru〕（米盛家の先祖，
グザラブジェーがよく漁をした所)。魚が
グザラグザラとたくさんとれたので命名さ
れたという。島仲浜のピー〔piX〕（干瀬）
よりやや東に寄ったところの干瀬にある大
きなクムル。
⑪ナーバレー〔､a:barex〕島の東北東にある
ナラ１リパマ〔nararipama〕（ナラリ浜）か
ら延びる干瀬｡タカビに続く干瀬であるが，
この部分は細長くくぼんだ所で，満潮時に
はイカ釣り舟を通過させることができる。
鰹船も大潮の満潮時には通航できる。満ち
潮は外洋からこの部分を通って礁池部に流
れ込む。流れが早いので，歩いてタカビヘ
潮干狩りに出かけるときは，この溝を越え
ることに気を配った。
⑭ズンズン〔dzundzun〕島の東北と西北の
二か所にある，礁頂部から礁池部へかけて
約40センチほどの珊瑚礁の段差がある所。
⑮シンピン1ヤー〔JimbiJ1-ja:〕イシケーズニ
とマルズニの内側に，水深８尋ほどの海底
に煎餅状の平たい珊瑚礁がある。そこは鰹
の餌になるヤナザ1コ－〔janadzakoX〕（特
定の場所にいる小魚)の巣といわれている。
ムチイズも多い。
⑯タカ１ビ〔takabi〕島の南東部，ナーバレか
ら南へ延びる干瀬。ここにはシンイシ
〔Jin-iJi〕（積み石）があって，他の干瀬
より高くなっている。普通の珊瑚礁石と異
なり，海底火山が噴火したときに噴出した
ような溶岩に似ている石だという。鳩間島
の屋敷の石垣はここから石を運んで積ん
⑳ナーバレーヌ１．ウブ1イシ〔､a:baremu．
７ubuiJi〕ナーバレーにある大石。その石
のある一帯をさしていう。
⑳ナカウー1ル〔nakau:ru〕タチバル浜とピー
ンテイジ〔pimtid5i〕（干瀬の頂上）との
中間に，礁池部へ続く凹地があり，ウール
Ｃｕ:ru〕（枝珊瑚）の密生したところ。タ
コや，フクラ1べ－〔のVkurabe:〕が干潮時
３
Hosei University Repository
瀬や遠浅の干潟を海面下に隠していく。
⑰ピザキ〔pidzaki〕島の北西端の干瀬。ミー’
ミナ〔miXmina〕（広セ貝）やビキミナ
によくとれる。
⑭ナカヌ’・スニ〔nakanu-suni〕（中の曽根）
マイ'ズニ（前曽根）の中の－つ。鳩間桟
橋と真南方に位置するパトゥ１マレー
〔p9tumareX〕（鳩離島）を結ぶ線上にある。
イリーマイズニの東にあり，それとイーリ
マイズニとの間にある干瀬の切れた所（津
口）は，上原や船浦へ往来する船が通う小
さなプチ〔のVtJi〕（津ロ）である。
〔biki-mina〕（高セ貝）が多く，干潮時に
は婦人たちが潮干狩りに行く所。タコや，
さざえ貝などもよくとれる。そこへ行く場
合は,’プチ〔[qD1tJi〕（わらじ）を二足用
意した。
⑳ピナカン・クムル〔pinakaD-kumuru〕ナー
バレーを越えて，タカビヘ行く途中の干瀬
の頂きにあるクム1ル〔kumuru〕（籠り池)。
⑳ピーナーサキ〔pimaxsaki〕ムチイズ
〔mutJiidzu〕の夜釣りの名所。フキクム
ルの東側に南北に細く延びた浅瀬。
⑳ビーン'テイジ〔pimtid5i〕環礁の頂上部分。
「干瀬の頂き」の義。干瀬は外洋部へ急傾
斜するか，切り立つような絶壁状になって
形成されている。その外洋に接する部分を
ピーヌ’・クシ〔pimu-kuJi〕(干瀬の後背部）
という。外洋部から干瀬の頂上部へ深い渓
谷が切りこんでいる部分を，ヤトゥOatu〕
という。ヤトゥの上部はカソーラ．イシ
⑳フカムス’ク〔①Vkamus9ku〕フカバカ浜
に続く干瀬の外側。干瀬の外側は普通フカ
ムス’クという。
⑳1フキクムル〔[①Vkikumuru〕島の西北部
にある礁池の深い所。シナカギヤー漁が
行われる所で，魚がよくとれる。
⑳フターチスニ〔[①VtaXtJi-suni〕タカビ'ヌ
インタヌ’スニの西側にある小さな曽根。
⑫フチマチル〔の9tJimatJiru〕フキクムルの
近くの干瀬の裏側，外洋部に接する所。フ
チマチル漁をするところ。外洋からフチマ
チルヘ海藻を食べに上ってくる魚は干潮時
にはフキクムルの方へ下りていく。
〔kaso:ra-?iJi〕（テーブル珊瑚）で覆われ
ている。あるいは，ヤトゥが大きなクム’
ル〔kumuru〕（篭り池）を形成している場
合がある。大潮のとき，夜の干潮時に村人
たちはここへ来てパシ1ナー〔p§Jina:〕（ま
たは，パチ'ナーともいう「いつとうだい」
の仲間）を釣る。干瀬の頂上部は盛り上っ
ていて，いわば，環礁は島を珊瑚礁の堤防
でめぐらしているようなものである。満潮
時には外洋から満ち潮が泡を浮べて，ひた
ひたと寄せてくる。その中に，大波に乗っ
て魚たちが干瀬の海藻を食べに上ってくる
のが見える。干瀬の頂上を海水が越えると
海水は堰を切ったように礁池の方へ流れて
いく。このようにして満ち潮は海岸部の千
⑬フンシキ〔①unJiki〕ナカウー1ルとタチ’
バル・パマ〔t§tJibarupama〕の中間地帯。
たこがよくとれる。ズンズンとは30-40ｃｍ
ほど段差があるので，干潮時には海水が落
ちるように流れていく。
⑭ボー’ダヤー〔boxda-jax〕「きつねぶだい」
の家の義。ぶだいのよくとれる所。立原の
西北の干瀬のフカムスクにある。
⑮マルスニ〔marusuni〕イシケーズニの西
側にある円い曽根。
⑳マチャーヘースニ〔matJa:heX-suni〕マ
４
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た幅１００メートル，長さ約500メートルの水
深約50メートルの濡・
⑲ヤトゥ〔jatu〕干瀬の外洋部が内側へ深く
切り込むように形成された深い渓。
⑳ヤマ'タジルOamatad5iru〕アー'ヤブイ
の北側，ミズヌカンの手前にある曽根。鰹
船の餌とり場。
チャーヘー(大城真津氏)が鰹漁船のザコー
バ〔dzakoXba〕（餌とり場）にした曽根。
フターチズニの内側。ヤマ１タジルの南に
ある。アーヤブイの東側にある。
⑰ミーグチ'グヮー〔m9utJi9wa:〕イーリマ
イズニの西側にある干瀬の津口。ウーグチ
の後に使われたので，「新しく使われた津
口」の名がつけられた。～グヮーは沖縄方
言であり，鰹漁業が導入された後の命名を
物語っている。
⑱ミズヌ'カン〔midzunu-kaO〕ナーバレーの
干瀬の内側からヤマ１タジルヘかけてのび
￣⑪シマナカヌ・フンシキ〔JimanakanuQ
unJlki〕シマナカ・パマ〔Jimanakapama〕
から干瀬へ続く途中の礁池部。
珊瑚礁部分の形状と名称を図示すると次の
ようになる。
図１（島の裏側の珊瑚礁地形）
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図２（島の表側の囲瑚蝋地形）
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にフクル１．アン〔nJkuru．?aU〕（袋網）
を入れて漁獲する。シマナカヌ・ピー
1.2漁法語彙
1.2.11クサン〔IkusaD〕
別名，アンプ1シ〔?ambuJi〕ともいう。
糸満漁師から伝えられたもので，クサン漁
法とは多少異なる面がある。アンブシは主
として，西表北岸のカタバル〔k9tabaru〕
（干潟）で竹や木串を砂浜にさして，それ
に網をつるすようにして張りめぐらし，漁
をする点，クサンと異なる。
クサンは，タチ'バル・パマ〔t9tJibaru
pama〕（立原浜）のズンズンの側のクムル
に袋網を入れる場合と，島の東北のフカバ
〔Jimanakanu-pi:〕（島仲の干瀬）の場合は，
グザラブジェー１．クム’ル
〔gudzarabud5e:kumuru〕（米盛家の先祖，
グザラブジェーが網を入れて，グザラグザ
ラするほど大漁したと伝える篭り池）にお
いて網を入れて魚をとるのが普通である。
これらのクム'ル〔kumuru〕（篭Ｉ)池）を
クサン・クムル〔lkusa9-kumuru〕という。
この漁法には次の漁具が用いられる。
①フクル’・アン〔①Vkuru-7aD〕（袋網・
網の目は約１センチ平方の大きさで，幅
約10尋，高さ約12尋の網である)。袋網
をクムルの中央に入れ，袋網に１タカア
ン〔lt9ka-aO〕（高網）や１キタアン
〔kjta-aO〕を繋いで最後に，ツサ1ジナ
〔ssad5ina〕（魚おどしの綱）に繋ぐ。
網の足には宝貝をつけて重石とし網の頭
には□形の板の浮きをつける。
力1ヌ・パマ〔①Vkabakanu-pama〕（外若の
浜）のズンズンのクムルに網を入れる場合
がある。タチ1バルのフンシキ〔①unJiki〕
には,’ウブシケ・アー’ヤ・クム’ル
〔7ubuJjke-7a:ja-kumuru〕（大城家のお父
さんの寵り池＜礁池＞）や，クシケヌ１．
アブジェー・クム'ル〔kuJlkenu?abud5e:．
－
kumuru〕（小底家のおじいさんの篭り池）
６
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キタ〔mi:klta〕（３張）等々・各種の網
は袋網を中心にして左右に袖状に３～４
キタ繋いで，それにツサジナを繋ぐ。
④ツサジナ〔ssad5ina〕（｢草綱」の義か）
藁縄に，バラフ’夕〔bara①Vta〕（藁）
を結んで垂らしたもの。網に繋いで，そ
れを干瀬の頂上部へ張る。海中では藁が
ゆらゆら揺れるので魚を脅して，だんだ
んと魚を袋網の方へ誘導する役割を果た
す。次にアンブシの様式を図示する。
②1タカ・アン〔It9ka-?aO〕（｢高網」の義）
高さ約２尋，長さ約５尋の網で，袋網に
繋ぐ｡網の足には宝貝を結んで重石とし，
網の頭には，長さ約１尺，直径約１寸の
棒状のウキCuki〕（浮き）を付ける。
③'キタ．アンqkjta-?aO〕（｢桁網｣の義か）
高さ約１尋，長さ約５尋の低い網。タカ
アンに繋いで用いる。網は通常，上記の
長さを単位とし，それを'キタqkjta〕
で表わす。ブス’・キタ〔pVsu-kjta〕（l
張）ブタ・キタ〔①1ta-kita〕（２張）ミー
図３
、魯豆dsM
７ｕｋｉ？uki
、
lklta9aO
（
￣
？unuJi
←魚Ltaka-7an
←魚
７umuJi
Lklta-？a、
①VkurugaD
J 7ukit9ka?a、
／klta7aO
､ssadRina：
７
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④ヤシ1ミーアン〔jaJimi:－７a9〕（八十月網）
クス１ク．ガラシルアン〔kusVku‐
garaJi-7aD〕（クスクを漁獲する網）や
ボー1ダ・ガラシ１・アン〔bo:da-9araJi．
？aO〕（ポーダを漁獲する網)，フチマチ
1.2.5イソー〔７isox〕（潮干狩）
鳩間島では「漁に行く」ことを，イソー’
パルン〔?isoxp`arun〕という。専門の漁師
でなくても，誰でも干瀬へ潮干狩りに行く
ことができるから，潮干狩りを含めて，漁
ル’・ガラシルアン〔のVtJimatJiru-
９araJiDa9〕（フチマチル漁獲用の網）な
どは,網目の荒いこのヤシミ網を用いる。
1.2.2ダダ'カー〔t9taka:〕タカアンやキタ
アンを４－５ｋｌｔａ繋ぎ合わせて，魚の通
る路に張っておき，数人の者が竹芋や棒な
どで海面を打ち，ウール〔?uXru〕（珊瑚）
を突いて，魚を追い込み，網にひっかけて
漁獲する漁法。夜は三，四で組んでピザ’
プチ〔pidzaのutJi〕（渚）で漁獲する。
1.2.3フチマチルルウラ’シ〔①
に出る人は皆，イソープス〔?isoXpusu〕（漁
師）と言う。島は四周を干瀬で囲まれてい
るから，毎日，潮どきを見はからって，夕
食のおかずの魚介類をとりに行くことがで
きる。干潮時の潮干狩りは，主として婦女
子や男の子たちがするのであり，男の大人
たちは,素潜りで漁をするのが常であった。
婦女子が用いる漁具は，ほぼ次のようなも
のであった。
やす
①'ガルユクン〔I9arujuku9〕（鉤のある糟）
主として，タコをとるのに用いる。穴の
中にいるフクデベ〔①Vkurabe〕（たす
きもんがら）などは，このガルユクンで
ないと漁獲できない。
②シー’メー・ユクン〔Jime:-jukuO〕（鉤
やす
のなし､籍）
③テインガラー'マ〔tiU9arama〕（金串の
一種）
サク’ラ・ギラ〔s§kura-9ira〕やイシ
ギラ〔PiJigira〕（珊瑚礁の中にいるシャ
コ貝をほじくり出す漁貝)。サクラギラ
は煎じ薬（高血圧症に効くといわれる）
としても愛用される。
④アン'スクDansVku〕アダンの気根で
あるアダナリ〔?adanaJi〕の繊維でなっ
た縄を編んで作った野外用の物入。
⑤'プチ〔l①vtJi〕藁で作ったワラジ。こ
れを履いて潮干狩りに行く。ピザ'キ
〔pidzaki〕などのような遠い干瀬，「干
瀬先」へ行くときは,’プチ〔[のVtJi〕を
VtJimatJiru-7urali〕
タカアンやキタアン，ヤシミーアンなど
を使って，主として島の西北西の干瀬のフ
チマチルで行なわれる漁法。満ち潮に乗っ
てピーヌクシ〔pixnu-kVJi〕（干瀬の外）か
ら，海藻を食いに，干瀬の頂上へ上ってく
る魚を巻いて漁獲する漁法。これは潮どき
と，魚が下る方向をよく見定めないと失敗
する。
1.2.4シキマーシ〔J1kima:Ji〕
’イダフニ〔Pida①uni〕（板舟，サバニ）
に乗って，干瀬や，イノーを，竿をさしな
がら片手で操舟し，片手でタマウー1キ
〔tama-?u:ki〕（｢玉桶」の義か。桶の底を
抜き，ガラスを張って海底をのぞき見る漁
具）を使って海底をのぞき，タコや魚を突
いて漁獲する漁法｡'ギラu9ira〕（しゃこ
貝）や’ミナ〔lmina〕（｢蜷」の義か。高
セ貝や広セ貝，さざえ類）も拾う。
８
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二足用意した。タカウー'ル〔taka-?uxru〕 ⑮'サザミナ〔sadzamina〕（さざえ貝）
（枝珊瑚）の多いフンシキ〔①unJjki〕
あたりも’プチ〔[のVtJi〕の切れやすい
所である。
以上のような漁具をもって潮干狩りに出
るが，月夜の潮の千〈日には'タク〔t9ku〕
（蛸）がよくとれた。また，シキダ'チ，
〔JjkidatJi〕（朔日)，ズングニチ
〔[dzuU9unitJi〕（十五日）には，夜の干潮
時に干瀬のヤトゥ〔jatu〕ヘパシ'ナー
〔p9Jina:〕（いつとうだいの仲間）を釣り
に行った。
潮干狩りで漁獲される魚介類は大旨次の
ようなものであった。
①ビキミナ〔bikimina〕（｢雄貝」の義。高
セ貝）
ミー’ミナ〔miXmina〕（｢雌貝」の義。広セ
貝）
③ヤダン'プレ〔jadambure〕（ソデガイの
仲間）
④ブドウ’ク〔buduku〕（イモ貝の一種，
サラサミナシ）
⑤サク'ラギラ〔s9kura9ira〕（シャコ貝の
一種）
2．沿岸，近海漁業語彙
2.1鰹漁業語彙
鰹漁船のことを鳩間方言ではカツシン
〔k9tsuJiD〕（鰹船）という。カツシン
は明治末年に沖縄本島のムトゥ’ブ
〔mutubu〕（本部町）から導入されたと
いわれている。当初はプーシン〔pmJiD〕
（帆船）で，六挺鰭あるいは八挺鍋で漕
ぐ船であったという。撒水器もなく，竹
を割ったもので水を跳ねて鰹を釣ったと
いわれている。これをスー'パー〔Ｓｍ‐
pani〕（潮はね）という。
発動機船が導入されたのは昭和に入ってか
らである。カブシンカ〔kabuJiDka〕という，
一種の組合を組織して運営したが，20-30人
で－組合を作った。組織はほぼ次のような構
成になっていた。
(1)ウヤ'カタCujakata〕（親方）経営者
(2)フナ1カク〔①unakaku〕（乗り組み員）
乗組員は次のようにランク付けされる。
①シン１ドゥ〔Jindu〕（船頭，船長）
②キカン'チョウ〔kJkantJo:〕（機関長）
③イチバン１ジョウCitJiband5oz〕（－
番釣り手）
⑥マーギラ〔､a:gira〕（シャコ貝の一種）
⑦ユナーミナ〔junaxmina〕（イモ貝の一種）
③'アサルゴー〔l7asaru9o:〕（貝の一種）
⑨パモー'ル〔pamoxru〕（蛤）
⑩タク〔t9ku〕（蛸)，ミュートゥルダク
④ホンマ'キ〔hommaki〕（餌撒き）
その他のフナ'カクはテインマムチ以外
平等である。上記の四名は，いわゆる責
任ある地位が与えられている。①のシン
ドゥは船の総責任者。②のキカン'チョ
ウは機関室の総責任者である。③のイチ
バンジョウは，いわゆる漁携長で，豊富
な漁業経験者が選ばれる。彼は船長をよ
く助け，出漁，漁場，漁法等について船
〔miju:tudaku〕（夫婦蛸)，ウム’ジ
Cumud5i〕（小蛸）
⑪イラブ'チ〔?irabutJi〕（すじぶだい）
⑫'ニバル〔Lnibaru〕（ざらさはた）
⑬フクラ'べ〔①Vkurabe〕（たすき１Ｍがら）
⑭'ウジ〔７udSi〕（きりあなど，はも類）
９
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のセーロ〔Jexro〕（蒸籠）に詰め，それを
数枚重ねて，竈に薪を燃やし，その煙と熱
でいぶして燥製にする所）やイズ・ネー
長に助言し，協力する。④のホンマキは，
鰹が撒き餌に食い付くようイチバンジョ
ウや船頭の指示に従って餌を撒く係であ
る。鰹鳥の飛び方，潮の流れを見定めつ
つ，鰹の食いつきを判定するタイミング
をうまくとらえなければならない。餌の
入れ方の上手，下手はその日の漁獲を左
右する。釣り始めは撒水器の始動と同時
である。鰹の食い付きが弱くなると本餌
をイギマ〔?ikima〕（生け間）よりタブ
〔tabu〕で掬い，撒き入れる。この①③
④②の呼吸が合わないと不漁になる。
シーシ・ガマ〔７idzu-neKJi9ama〕（魚を煮
る大竈）がある。このイズネーシ竈には大
鍋（直径約1.20ｍ，深さ約２ｍ）を三つ据
付け，ナカ’ワリ〔nakawari〕，ヨツワリ
〔jotsuwari〕にした鰹を，直径約90cm，
高さ約10cm程度のカグ〔ka9u〕（煮かご）
に詰め,その上に'ガヤー〔L9aja:〕（茅）
をまぶしてそれを１７～１８枚重ねて，一つの
大鍋に入れて煮る。また別棟を建て，室内
を二，三段に棚をかけ，バイカンガマで半
乾燥をした鰹節をそこへ移し，下から薪を
燃やして更に乾燥をかけ，懐製する。燥製
の度合により，一段から三段目へと鰹節を
移して完成する｡その棟屋をバイカノヤー
⑤テインマムチ〔timmamutJi〕(小天馬係）
テインマムチは学校卒業したての，１５，
６歳の少年が漁業見習いの形で引き受け
させられる。鰹の餌とりが済むと小天馬
は本船に曳航されて港まで来て放され
る。テインマムチは,それをリュー〔rju:〕
（贈）で漕いで港内に帰り，砂浜に引き
揚げると,沖から船が帰ってくるまでに，
船の水汲みと薪割の作業を済ませる。最
〔baikaJrjaX〕という。
(4)鰹節（カツブシ〔k9tsubuJi〕）製造工程
①カツヌ１．スブ1ルキシ〔kqtsunu
suburu-klJi〕（鰹の頭切り）
本船から浜に陸揚げされた鰹は，海辺
で頭を切り落し，ハラ1ゴー〔hara90:〕
（腹皮）を切り,'パルン〔lparu9〕（鰹
の卵）をとり出す。カツヌ’・バタ
〔k9tsunu-bata〕（鰹の内臓）は，パルン,
ハラゴーとともに塩漬けにして売る。カ
ツヌ１．バタガラ１ス〔k4tsunu-
bata9arasu〕（鰹の腸の塩漬）は美味で
ある。
②セーガー１トゥリ〔JeX9aX-turi〕（背皮
とり）
頭を切った鰹はセーロでナヤヘ運び，
そこで，背鰭，尾鰭をとる。この作業が
セーガー１トゥリである。これと並行し
盛期には一日に，フタカブ〔①Vtakabu〕
（二度出漁)，ミーカブ〔mkabu〕（三
度出漁）までするから大変苦労の多い仕
事である。しかしテインマムチは一人前
としては扱われない。
(3)シーゾー'ヤー〔JhdzoXja:〕（製造屋）
鰹節製造工場のことをいう。そこに働く
人はシーゾー'ニン〔JixdzomiO〕（製造人）
と言う。シーゾー’ヤーには，総称ナヤ
〔naja〕（｢納屋」の義か。鰹節製造用の器
具を置き，実際に仕事をする所）と言い，
そこにはバイカン1ガマ〔baika9-9ama〕(｢煤
乾竈」の義か。大きな竈の上に，煮たてた
鰹を節型に仕あげて幅約１ｍ，長さ約２ｍ
－１０－
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てなされるのがナカ’プニ・トゥリ
〔nakapuni､turi〕（中骨抜き）の作業で
ある。取り除かれる骨をズーブニともい
う。これらが済むと，鰹の大きさによっ
て，クバン〔kubaO〕（小判の鰹）はナカ’
ワリ〔nakawari〕（｢中割り」の義。中骨
を抜いて，二つに割ったもの）だけにし，
カミ’ブシ〔kamibuJi〕（｢亀節」の義か）
シーグ〔JJki-Ji:9u〕（押し削りまたは押
し切るために使うもの)，ピキ・シーグ
〔pjkiJi:9u〕（引き削り用)，ハラ’クリ
〔harakuri〕（｢腹割り」の義か。腹部を
割り削るのに用いる）
鰹節は肉の筋の流れを注意して削らな
いと失敗する。鰹節を美しく仕上げるた
めに，小刀を使いわけた。
⑦ヒジ'ガラ〔cid5igara〕（鰹節の削り
くず）これは婦人たちが持ち帰り，冬期
の汁のダシ用にたくわえた。
(5)出漁
①ザコー１.トゥリ〔dzako:turi〕（餌と
用にする。チューバン〔tJuXban〕（中判)，
ダイ'バン〔dai-ban〕（大判)，トゥビダ
イ〔tubidai〕（超大判）は，それぞれヨ
ツワ'リOotsuwari〕（四つ割り）にして，
ミー'ブシ〔､i:buJi〕（｢雌節」の義か)，
ウー'ブシ〔７uX-buJi〕（｢雄節」の義か）
にする。
③ニコミ〔nikomi〕（煮込み）
④バラ'ヌギ〔baranu9i〕（煮あがった鰹
のパラチ１.ブニ〔paratJibuni〕（アバ
ラ骨）を抜く作業である。鉄板の薄いも
ので，ピンセットのように作り，それを
片手にもって骨をていねいに抜きとる。
⑤シル'ク〔Jiruku〕付け
ハラゴー（腹皮）やナカプニ（中骨）
の肉を搗き，デンプンを少量加えて練り，
煮込みの過程で割れた節や崩れたもの，
欠けたものを補修する作業。その後に鰹
はバイカン（煤乾）にかけられ，燥製さ
れていく。
⑥カツ'ピギ〔k9tsupi9i〕（｢鰹へぎ」の
義か。鰹節削り)。この作業は主として
婦人が受け持った。次の道具を用いる。
シ－１グ〔Ji:9u〕（｢剪具」の義か。小
刀の意。総称)。用途により次のように
分けられている。
り）
’ザコー〔[dzako:〕（｢雑魚」の義か。
餌の意）は島の前のスニqsuni〕（曽根）
や西表北岸の干瀬，曽根でとった。鳩間
島では石垣の漁民のような専属の餌とり
を雇わなかったので，乗り組み員が全員
で当った。
朝の鶏鳴と共に,ティンマムチがフナ’
カクの家を回り，乗り組み員を起こした。
全員が揃うと，ザコー'（〔dzakmba〕（餌
とり場）へ行く。餌場が遠いときは午前
４時頃には港を出るが，普通は夜明けと
共に港を出た。
餌をとって，一回出漁することを，ブ
ス'カブ〔pVsukabu〕という。最盛期に
はうタカブ〔①Vtakabu〕（２回出漁)，ミ
カブ〔mkabu〕（３回出漁）することも
あった。その間にティンマムチは網を干
し，水と薪の用意をしなければならな
かった。ザコーの中の最高は，サネー’
ラ〔sane:ra〕といわれ，ヤナザ１コ－
〔janadzakox〕（海底の巣にいる雑魚）シキ・カタナ〔Jlki-katana〕，シキ。
一『一口ロロローローロロロロー
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である｡普通はバカザ'コー〔bakadzakoX〕
というのをとる。ガサガ’サー
〔gasa9asa:〕という雑魚は最も質の悪
い餌と言われている。
２．２イカ釣り漁関係語彙
イカ釣り漁も主として糸満や久高島，奥武
島から導入されたといわれている。語彙の中
に糸満方言の影響が多く認められるのはその
ためであろう。明治末期以後のことである。
イカ釣りは鰹漁の終る旧暦８月～９月にか
けてなされる。二人1組でイダフニq7idaの
uni〕に乗り込み，出漁する。出漁の際には
鰹船に引かれて出る場合と，帆をかけて出漁
する場合があった。漁場は島の西北～東北，
20-30キロの海域であった。夜間操業である
ナカンムリ
から，島の中岡Iこは灯台に火を点灯して位
置を知らせた。
イカ釣り船は，午後４時頃に出漁し，翌朝
５時－６時頃に帰港するのが普通である。次
に，イガメーCi9ame:〕（｢イカ海」の義。
イカ漁の意）に関する漁具を示す。
(1)'イダフニq7idaのuni〕（｢板舟」の義。
サバニ）の名称。
①ﾏｲ'ジラ〔nnaid3ira〕(｢箭茜｣の義か)。
舳先の前面。鋭三角形の部分。
作った綱）を用いる。
④マイ・ユッカー〕マ〔mai-jukkama〕（小
マエユカ
さjカミ「前床」の義。板を張って両舷にわ
たした床板。これに坐って舟を漕ぐ。
⑤ウシカキDuJikaki〕（帆柱を立てる
ために中央に長方形の穴をあけた一種の
梁)。厚さ約１寸５分，幅約５寸，長さ
約４尺（これは舟の大きさによって異な
る）の板舟の両舷側に固定されている。
これは両舷側の上部に，幅約１寸，厚さ
約７分，長さ約７寸の棒で押さえるよう
に縛って固定してある。
⑥パラータティ１．ミー〔para:､t9timiX〕
（帆柱を立てるときに，根元の方を固定
するために作られた穴。ウシカキの真下
よりやや前方にずらせて固定してある)。
従って帆柱はやや後方に傾いて立つこと
になる。
⑦シ－１キサ〔JiXkisa〕（帆柱を固定する
ために用いる一種の模)。ロ型のもの二
個と，口型の模一個，計三個の模で帆柱
の角度を調節し，風力に合わせる。
⑧マンタヌ・ヨーカ１ミー〔mantanu
jo:kami:〕前方にある排水用の穴。パラー
タテイミ_の直前にある。
⑨マイ・ユッ１力〔mai-jukka〕（前床板)。
ウシカキの直後にある。これに坐って，
帆を上げ下げする人を，ピーヌール
②パナイ・ザキ〔panaidzaki〕（舳先の
上面)。帆柱を倒して，掛けておく。帆
柱を固定するために凹状に木を割り抜い
たものを打ちつけてある。
③パナ〔pana〕（｢鼻」の義か。アンカー
ロープを通して結んでおく所)。普通は，
アンカージナ〔７aDka:d5ina〕（アンカー
綱）として，フー'カラジナ〔①uxkara
d5ina〕（マーニのフーカラ〔のu:kara〕（黒
色の強力な繊維で腐敗しにくいもので
〔piXnuxru〕（舳乗り）という。
￣
⑩ナカ・ユッ］力〔naka-jukka〕（中床板）
⑪トゥムユッ１力〔tumu-jukka〕（艫床板）
⑫ハイ１グワー〔hai-9wa:〕（艫の梁。直
径２寸程度の棒を両舷側にわたし，固定
したもの)。その下に，銅線で両舷側を
締め，ハイグワーとしっかり巻き締めて
－１２－
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、フクル１・プー〔①Vkuru-pu:〕（和船
形式の帆。柱が帆の中心に来るように
作られている)。
ある。これとウシカキの二つで，イダフ
ニの舟腹部を固めている。
⑬トゥム’ヌ・ユッカ－１マ〔tumunU
jukkama〕（｢艫の小さな床板」の義）
トモツラ
⑭トゥム]ジラ〔tumud5ira〕（｢鱸面」の
義か)。艫の三角形の部分。その内側に
は綱を通す所がある。
⑮ウシキ1ヤー〔?uJjkija:〕（両舷の上部
を幅約１寸，厚さ約５分の板で押えたも
の)。舟を漕ぐ際に擢で両舷が摩り切れ
ないように保護するもの。
⑯サギ1ヤー〔sa9ija:〕（｢下げるもの」
の義。直径８－１０cmで，長さ約６尺の丸
竹)。ローリングを防ぐための一種のフ
ロートの役割を果たす。外洋に出漁する
際には，船腹につり下げた。
⑰タナ〔tana〕（板舟に荷を積む際，波
頭が舟に打ちこむのを防ぐために，両舷
に装着する板。幅約７寸，厚さ５分，長
さ約６尺の板を二枚ずつ合わせて一組と
した。主に舳先と船腹部に装着した。
⑬カー1ラ〔kaTa〕（舟の前方舟底につ
ける一種の竜骨)。これはプーザンプー
⑥プーザン・プー〔pu:dzampu:〕・沖
縄のサバニ独特の帆である｡竹の竿(直
径約３cm，長さ約２ｍ40cm）を帆の桟
に用いて作った帆。
○ミナー〔minaX〕（帆をつり上げる縄）
①ティン1ナー〔tinna:〕(帆を操作する
ために，帆の片側から５～６本の小さ
い縄が船頭のところにのびているも
の。
(2)イガメードング〔？i9ame-doD9u〕（イカ
釣り用の漁具）
①イガ1ランプ〔７i9a-rampu〕（イカ漁に
用いる集魚灯)。直径約10-15cmの底の
広い，長さ40-50cmの円筒形のブリキ板
製の油タンクに，直径約５cmのトゥー１
ジン〔tmd5iO〕（灯芯）をつけたもの。
炎が雨水をかぶらぬよう，ブリキ板のカ
バーをつける，タンク部に柄を付け，舷
側に取付けたＭ字形の直径４ミリ程度の
針金にランプの首を掛けて固定する。
②ナーブ1ク〔､a:buku〕（縄箱)，杉板で
作った縄箱。中蓋を設けて箱の中を二段
にしてある。海に浮かべても，雨に打た
れても，漏水しない。
③キー1プゾー〔ki:pudzo:〕（木を割り
抜いて作った円筒形の，蓋付きの煙草入
れ。
〔puXdzampu:〕を張って操船する際，波
を切って風上に舟を走らせる役割を果た
す。
⑲]ヤク〔Uaku〕（擢)。
ヤコー'マ〔jakoZma〕（小さい擢)，トゥ
ム'ヤク〔tumujaku〕（鱸の擢)，幅が広
く，船頭が舵とりに用いる。
アカ
⑳ユー’トノレＯｕ:turu〕（船の1金を汲みと
る道具)。アカ１トゥルともいう｡1マチ
〔matJi〕（松）の幹を割って作る。
⑪プー〔pu:〕（帆)。帆には次の種類が
ある。
④イガバーキー〔>i9aMki:〕（イカを入
れる竹製の龍。籠の中でも最大級のも
の)。
⑤イガナー〔7i9anax〕（イカ釣り用縄）
⑥イガジーCi9ad5i:〕（イカ釣り用餌木）
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⑭ミーカン'ガン〔mka99an〕（水中め
がね)。
２．３パイ1ナー〔paina:〕（延縄）
鳩間では本格的なパイナーはなされなかっ
た｡1イノーパイナー〔[?ino:paina:〕と称して，
沿岸のイノーで行われる簡単なものがあるの
みである。本縄に約１メートル間隔にユダ
ナーOudana:〕（枝縄）をつけ，釣り針をつ
けてイノーに沈め，片方に浮きをつけ釣る漁
法である。
２．４タテイ１ナー〔t9tina:〕
１イダフニ〔[?idaのuni〕（板舟)でピーヌル
クシ〔pimu-kVJi〕（干瀬の裏側。外洋部）や,１
スニ〔lsuni〕（曽根）などへ行き，アンカー
を下して揺れないようにし,釣り縄を下して，
深い所にいる魚を釣る漁法。カブ〔kabu〕（魚
を集めるために，カニなどを砂と一緒に搗き
つぶしたもの）を撒いて魚を集める。
⑦カキ1ヤー〔k9kija:〕（イカを引っ掻け
て釣る漁具)。直径６－７ミリの鉄線の
先に，直径３－４ミリの鉄線で作った針
を曲げて鉤にし，それを７～８本針金で
巻きつけ，縛りつけたもの○柄をつけて，
長さ約１メートルにしたもの。
⑧サバ・ガキヤー〔sabagakija:〕（マグ
ロやサメ等を釣りあげるときに使う道
具)。直径８－９ミリの鉄線の針を曲げ
て，柄をつけたもの。これで鯉の部分を
ひっかけ，固定して切る。
⑨サバカタナ〔sabakatana〕（サバ〔saba〕
〈鮫，鰭〉を釣りあげるときに，舷側に
引き寄せ，サバガキヤーで固定して頚部
を切るのに用いる刀)。滑りどめに，柄
の部分を波型に切りこんである。
⑩サバナー〔Sabana:〕（蟻つり用の縄）
⑪アン１カージナDaOka:d5ina〕（イカ
釣りの際に潮の流れに舟が流されるのを
防ぐため40-50尋の藁縄に重石をつけて
海中に投下するもの)。
３．養殖漁業
３．１イー1シ〔７iXJi〕（つのまた）
鳩間島の前方のタカ１ビー〔takabi:〕（高干
瀬）とマイ1ズニ〔maidzuni〕（前曽根）は，
鳩間水道を中に挟んで，西表北岸側のイー’
シビー〔?i:Jibi:〕（つのまた干瀬）と向きあっ
ている。約二万坪の広さといわれるイー1シ
ビーは，中央部にフツァー1マ〔①Vtsama〕
という津口を有している。クーラ〔kuTa〕（久
浦),１インダ〔[?inda〕（伊武田)，トゥマダ
〔tumada〕（泊田)，ケヨダ〔ke:｡a〕（慶田)，
ユシ1キダーOuJlkida:〕，サキンダ〔s§kinda〕
あたりへ行くイダフニは，このフツァヨマ
を利用する。フツァー1マより西側の干瀬を
⑫イガヤマUi9ajama〕（イカをつるし
て日干しにするもの)。浜辺に高さ約２
メートルの垂木をほぼ２メートル間隔に
５－６本立て，それに藁縄を数段張り，
イカをかけ,つるして日干しにする道具。
－日目はこれで干し，二日目からはシダ
ルに並べて日干しにする。
⑬シダ1ル〔Jidaru〕（｢すだれ」の義。
ユシ'キ〔juJlki〕〈すすき〉で作った簾)。
長き約２メートル。ススキの葉を取り除
き，藁縄で編み，庭ききに広げてイカを
干すのに用いる。イガヤマで干した半乾
燥のイカをこれでこ，三日干すと完成品
になる。
イーリジマ〔?i:rid3ima〕といい，東側の千
一
瀬をダイ１ク・ピー〔daikubi:〕，ウプ1ビー
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〔?ububi:〕という。このウブ1ビー，ダイ１
クビー，イーリジマに養殖されているイー１
シ〔?i:Ji〕は，鳩間島の人が昔小浜島のクバ
当初，鳩間島では一部の人が食していたが
最近では高級料理の素材となっている。海底
の砂地で繁殖する。採取して日干し乾燥品に
し輸出する。
３．３ナツアー1ラ〔natsaXra〕（海人草）
マクリのこと。回虫を駆除する、ため，乾燥
したナツァー１ラを煎じ，黒糖を加えて子供
に与えた。一種の駆虫剤である。島の前の遠
浅の海底に自生しているのを毎年一度採取し
て保存した。駆虫剤が発達する以前は貴重な
換金用の海産物の一つであった。小学校では
夏に一度，父母の協力を得て，一斉に煎じ汁
を飲ませた。苦い味がする薬用食品である。
ザキ〔kubadzaki〕あたりより移殖したもの
と言われている。
イー'シは日干し乾燥の後，再度水につけ
ると脱色する。それを鍋に入れて煮ると溶解
し，ゼリー状になったものを食紅で着色した
り，黒糖で味つけしたりして食用に供した。
それを，イーシ]ヌ・コー1マ〔？i:Jinu-koZma〕
（つのまたの卵）という。寒天の材料として
輸出される以前は，自家消費するのが普通で
あった。
3.2シンドー1ラ〔Jindoxra〕（もずく）
鰯間島環砿地名
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本稿の資料は，主として筆者の父，加治工
伊佐（80歳）をインフォーマントに1985年８
月－９月にかけて調査して得たものである。
魚名の調査にあたっては『原色沖縄の魚』（具
志堅宗弘著）のカラー写真を提示し，その方
言名を採録する方法をとった。
波照間方言の魚名調査も同様な方法で実施
した。話者は越地嘉吉氏（大正４年８月５日
生）と上盛政弘氏（明治45年３月26日生）で
ある。両者で魚名に違いが起きると，そのま
ま採録し，話者名を記して違いを示した。貴
重な時間を割いて調査に協力して下きった話
者の方々に深く感謝の意を表する。
尚，1985年の夏に波照間方言調査を実施す
る機会を与えて下きった恩師平山輝男博士に
対しても深く感謝の意を表する。
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